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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インタラクティブ・グラフィックデコーダにおいて、
　受信された第１又は第２グラフィックデータを含むインタラクティブ・グラフィック・
ストリームをデコーディングし、前記デコーディング結果である前記第１又は第２グラフ
ィックデータのボタンイメージオブジェクトデータ及びボタン構成情報を伝送するストリ
ームグラフィック処理器と、
　前記インタラクティブ・グラフィック・ストリームを臨時保存した後、前記ストリーム
グラフィック処理器に伝送するコーディングデータバッファと、
　前記第１又は第２グラフィックデータのボタンイメージオブジェクトデータを受信する
オブジェクトバッファと、
　前記第１又は第２グラフィックデータのボタン構成情報を受信するコンポジションバッ
ファと、
　前記オブジェクトバッファと前記コンポジションバッファとに保存されたデータを用い
てディスプレイされるボタンイメージを生成し、前記生成されたボタンイメージを前記オ
ブジェクトバッファからグラフィックプレーンに伝送するグラフィック制御器とを含み、
　前記グラフィック制御器は、前記インタラクティブ・グラフィック・ストリームが前記
第１グラフィックデータの場合、ユーザから活性化要求があれば、前記第１グラフィック
データから生成されたボタンイメージを伝送し、前記インタラクティブ・グラフィック・
ストリームが前記第２グラフィックデータの場合、前記第２グラフィックデータから生成
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されたボタンイメージを指定の出力開始時間から出力完了時間まで伝送することを特徴と
するインタラクティブ・グラフィックデコーダ。
【請求項２】
　前記グラフィック制御器は、ユーザ命令に反応してボタンイメージを変更し、その変更
された結果を出力することを特徴とする請求項１に記載のデコーダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチメディア映像の再生に係り、特に、ユーザの要求により活性化される
インタラクティブ・グラフィック・ストリームをデコーディングするインタラクティブ・
グラフィックデコーダに関する。
【背景技術】
【０００２】
　マルチメディア映像を再生するために、保存媒体には、マルチメディア映像に関するＡ
Ｖデータ、ＡＶデータの再生を制御するナビゲーションデータ、そして保存媒体が再生装
置に挿入されれば、最初に再生されるＡＶデータのタイトルに関する指示情報などを含む
システムデータなどが記録される。その他に、保存媒体にはその他の付加データが含まれ
うる。特に、ＡＶデータ（Ａｕｄｉｏ－ｖｉｓｕａｌ　ｄａｔａ）は、ビデオ、オーディ
オ、サブタイトル、メニューなどの再生に必要な多様な情報が１つのメインストリームに
多重化されて記録される。
【０００３】
　図１は、保存媒体に記録されたＡＶデータの構造を示す図である。図１を参照するに、
マルチメディア映像を再生するための保存媒体には、ビデオストリーム１０２、オーディ
オストリーム１０４、サブタイトルを提供するためのプレゼンテーション・グラフィック
・ストリーム１０６及びメニュー画面を提供するためのインタラクティブ・グラフィック
・ストリーム１０８が多重化されて１つのメインストリームに記録される。多重化された
メインストリームを以下ではＡＶデータ１１０と略称する。
【０００４】
　図２は、ＡＶデータ１１０を記録した保存媒体を再生するための再生装置の構造を示す
図である。図２を参照するに、マルチメディア映像を再生するための再生装置は、前述し
たナビゲーションデータをロードして、ＡＶデータ１１０を再生するために必要な制御情
報を得る。例えば、ＡＶデータのコーディングタイプ、ビット率、ＡＶデータが記録され
た領域情報、ＡＶデータに含まれたデータの種類についての情報がそれである。このよう
な制御情報を参照して、読込部２１０、デマルチプレクサ２２０及び各デコーダ２３０な
いし２６０の動作を制御する。
【０００５】
　具体的に、読込部２１０は、前述したＡＶデータが記録された領域情報を用いて保存媒
体２００から多重化されたＡＶデータ１１０を読込み、これをデマルチプレクサ２２０に
伝送する。デマルチプレクサ２２０は、伝送されたＡＶデータ１１０をデータ種類によっ
てビデオストリーム１０２、オーディオストリーム１０４、プレゼンテーション・グラフ
ィック・ストリーム１０６、及びインタラクティブ・グラフィック・ストリーム１０８に
分離して該当デコーダ２３０ないし２６０に伝送する。該当デコーダに伝送された各スト
リームは、データ種類に合わせてデコーディングされ、指定された時間に画面上に出力可
能に準備される。デコーディングされたビデオストリームとプレゼンテーション・グラフ
ィック・ストリーム及び／またはインタラクティブ・グラフィック・ストリームは、ブレ
ンダ２７０を通じて１つの映像にオーバレイされる。最後に、ユーザが設定した出力状態
に基づいて選択された映像が画面に出力される。例えば、サブタイトルのオン／オフ、オ
ーディオ音消去のようにユーザの選択に基づいて再生装置の出力状態が制御されうる。
【０００６】
　特に、インタラクティブ・グラフィックデコーダ２５０は、保存媒体２００からインタ
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ラクティブ・グラフィック・ストリーム１０８を伝送され、これをデコーディングした後
、指定された時間になれば、画面上にボタンなどが含まれたメニュー画面を出力する。出
力されたメニュー画面でユーザが特定ボタンを選択することによって、ユーザの選択を入
力されうる。すなわち、ユーザとの相互作用機能を提供しうる。
【０００７】
　しかし、従来の再生装置は、映画のようなマルチメディア映像を再生する場合、ユーザ
が所望しない場合でも指定された時間になれば、無条件メニュー画面を出力する。このよ
うに映画の鑑賞中に所望しないメニュー画面が出力されれば、ユーザは相当な不便さを感
じうる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、前述した問題点を解決するために、ユーザとの相互作用
を支援するためのインタラクティブ・グラフィック・ストリームの機能を拡張して、ユー
ザの要求によって活性化されるオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリ
ームをデコーディングするインタラクティブ・グラフィックデコーダを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的は、インタラクティブ・グラフィックデコーダにおいて、受信された第１又は
第２グラフィックデータを含むインタラクティブ・グラフィック・ストリームをデコーデ
ィングし、デコーディング結果である第１又は第２グラフィックデータのボタンイメージ
オブジェクトデータ及びボタン構成情報を伝送するストリームグラフィック処理器と、イ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームを臨時保存した後、ストリームグラフィック
処理器に伝送するコーディングデータバッファと、第１又は第２グラフィックデータのボ
タンイメージオブジェクトデータを受信するオブジェクトバッファと、第１又は第２グラ
フィックデータのボタン構成情報を受信するコンポジションバッファと、オブジェクトバ
ッファと前記コンポジションバッファとに保存されたデータを用いてディスプレイされる
ボタンイメージを生成し、生成されたボタンイメージを前記オブジェクトバッファからグ
ラフィックプレーンに伝送するグラフィック制御器とを含み、グラフィック制御器は、イ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームが第１グラフィックデータの場合、ユーザか
ら活性化要求があれば、第１グラフィックデータから生成されたボタンイメージを伝送し
、インタラクティブ・グラフィック・ストリームが第２グラフィックデータの場合、第２
グラフィックデータから生成されたボタンイメージを指定の出力開始時間から出力完了時
間まで伝送することにより達成される。
【００１１】
　また、グラフィック制御器は、ユーザ命令に反応してボタンイメージを変更し、その変
更された結果を出力することが望ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを用い
てユーザの要求がある時にボタン等のインタラクティブ・グラフィックが画面に出力され
るように制御しうる。
【００２０】
　また、ＡＶデータの任意の区間別に、あるいはＡＶデータのチャプター別に相異なるオ
ンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを構成することによって、該
当区間に特化されたインタラクティブ・グラフィック・ストリームを構成しても良い。例
えば、一定の機能を行うボタンの代わりに、マルチメディア映像中の一定区間内に存在す
る俳優、小品、撮影場所などの関連情報をユーザに提供しうる。
【００２１】
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　また、再生装置の機能の増加に伴ってリモコンの各ボタンに該当する機能をオンデマン
ド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを使用してメニュー形式で構成するこ
とによって、リモコンのボタン数を減らしうる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、添付した図面を参照して本発明の望ましい実施例を詳細に説明する。以下では、
説明の便宜上、ユーザが望みの場合にだけ出力されるメニュー画面を提供するデータスト
リームをオンデマンドインタラクティブ・グラフィック・ストリームだとして、指定され
た時間に出力されるメニュー画面を提供するデータストリームを一般（ｎｏｒｍａｌ）イ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームだと略称する。
【００２３】
　図３は、本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームの構成を示す図で
ある。図３を参照するに、インタラクティブ・グラフィック・ストリームは、デコーダの
動作モデルを考慮してエポックという単位で構成される。複数のボタンで構成されたメニ
ュー画面で１つのボタンを再生するための情報をインタラクティブ・グラフィック・オブ
ジェクトと言う。１つのエポック内に含まれたあらゆるインタラクティブ・グラフィック
・オブジェクトは後述するインタラクティブ・グラフィックデコーダ内のオブジェクトバ
ッファにデコーディングされて保存され続け、次のエポックのデータが入らない限り、そ
の内容は同一に保たれる。これにより、１つのエポック内では、毎度インタラクティブ・
グラフィック・オブジェクトをデコーディングする必要がなく、既にデコーディングされ
てオブジェクトバッファに保存されたインタラクティブ・グラフィック・オブジェクトを
再使用しうる。しかし、１つのエポックが終わり、次のエポックが始まる瞬間にデコーダ
内のあらゆるバッファはリセットされ、保存されたあらゆるデータが消去される。もちろ
ん、デコーダ内のバッファがリセットされる時点を１つのエポック内の所定の時点と定義
することもある。
【００２４】
　一方、インタラクティブ・グラフィック・オブジェクトの出力単位として図面のように
ディスプレイセットが定義される。ディスプレイセットは、１つの画面に出力されるイン
タラクティブ・グラフィック・オブジェクトの集合を示し、１つのエポックは少なくとも
１つ以上のディスプレイセットを含みうる。各ディスプレイセットは、３種がある。第１
に、エポック開始（ｅｐｏｃｈ　ｓｔａｒｔ：以下、ＥＳと略称する）状態のディスプレ
イセットはエポックの開始を示し、このディスプレイセットには、インタラクティブ・グ
ラフィックを構成するために必要なインタラクティブ・グラフィック構成情報やボタンの
イメージに使われるオブジェクトデータのようなインタラクティブ・グラフィックを出力
するためのあらゆるデータが含まれる。第２に、収集時点（Ａｃｑｕｓｉｔｉｏｎ　ｐｏ
ｉｎｔ：以下ＡＰと略称する）のディスプレイセットはＥＳディスプレイセット以後に存
在でき、ユーザのランダムサーチのような場合に対応してインタラクティブ・グラフィッ
クを構成するためのあらゆる情報を含む。第３に、正規状態（Ｎｏｒａｍｌ　ｓｔａｔｅ
：以下、ＮＣと略称する）であるディスプレイセットは以前のディスプレイセットで構成
したインタラクティブ・グラフィックのうち変更が必要なデータ、すなわち更新されるデ
ータだけを含んでいる。図面のように１つのエポックには、複数のディスプレイセットが
含まれうる。エポックの開始部分にはＥＳディスプレイセットが存在し、それ以後にはＡ
ＰまたはＮＣディスプレイセットが存在しうる。１つのエポックにおいてＥＳディスプレ
イセットは必須的に存在するが、ＡＰまたはＮＣディスプレイセットは選択的に存在する
。
【００２５】
　また、１つのディスプレイセットは、インタラクティブ・グラフィック・ストリームの
構成情報を記録する構成セグメント、画面上に出力されるボタンなどの実際イメージのよ
うなオブジェクトデータを記録する複数の定義セグメント、そしてディスプレイセットの
端部を示す終了セグメントより構成される。構成セグメントには該当ディスプレイセット
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の出力完了時間情報、ボタン構成情報、ユーザの入力に関する再生装置の動作情報などを
含む。構成セグメントは、ＩＣＳ（Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ　
Ｓｅｇｍｅｎｔ）という、データ構造を使用して具現しうる。定義セグメントにはボタン
などのイメージ情報を有しているオブジェクトデータを含むＯＤＳ（Ｏｂｊｅｃ　Ｄｅｆ
ｉｎｉｔｉｏｎ　Ｓｅｇｍｅｎｔ）や前記ＯＤＳに適用される色相情報を含むＰＤＳ（Ｐ
ａｌｅｔｔｅ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｓｅｇｍｅｎｔ）などが含まれる。
【００２６】
　１つのディスプレイセット内の各セグメントは、ＭＰＥＧ－２伝送ストリーム（Ｔｒａ
ｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ：以下ＴＳと略称する）のパケット単位であるＰＥＳ（Ｐａ
ｃｋｅｔｉｚｅｄ　Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｓｔｒｅａｍ）に記録される。このＰＥＳに
含まれたデコーディング時間であるＤＴＳ（Ｄｅｃｏｄｉｎｇ　Ｔｉｍｅ　Ｓｔａｍｐ）
に該当ディスプレイセットをデコーディングし、プレゼンテーション時間であるＰＴＳ（
Ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｓｔａｍｐ）に該当ディスプレイセットを画面上
に出力し始める。また、該当ディスプレイセットの出力完了時間は前述した構成セグメン
トのデータ構造を示すＩＣＳに記録されているｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｔｉｍｅ＿ｏｕ
ｔ＿ｐｔｓフィールドの値により決定される。
【００２７】
　これにより、インタラクティブ・グラフィック・ストリームは指定された時間（ＰＴＳ
）に画面に出力されてユーザの入力を受け、それによる動作を行って指定された出力完了
時間（ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｔｉｍｅ＿ｏｕｔ＿ｐｔｓ）に画面上で消える。しかし
、指定時間だけを使用してインタラクティブ・グラフィック・ストリームを出力する場合
、ユーザが所望しない場合でも指定された時間になれば、無条件メニュー画面を出力する
。すなわち、ユーザの要求がある場合にのみメニュー画面を活性化させることはできない
。
【００２８】
　したがって、本発明では、ユーザとの相互作用を目的とするインタラクティブ・グラフ
ィック・ストリームの機能を拡張し、ユーザの要求により活性化されるオンデマンド（ｏ
ｎ－ｄｅｍａｎｄ）インタラクティブ・グラフィック・ストリームを定義する。本発明で
定義するオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームと区別し、前述し
た指定された時間によって出力されるインタラクティブ・グラフィック・ストリームを一
般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと表現する。
【００２９】
　一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームは、前述したように指定された時
間に画面に出力され、指定された時間に画面から消える。一方、オンデマンド・インタラ
クティブ・グラフィック・ストリームはあらゆるデータがデコーディングされて出力準備
が完了した後、ユーザにより活性化要求が発生した場合にだけ画面上に出力され、ユーザ
から入力されて指定された動作を行う。すなわち、オンデマンド・インタラクティブ・グ
ラフィック・ストリームは、画面出力時間情報（ＰＴＳ）により指定された時間になれば
、ボタンのようなインタラクティブ・グラフィック・オブジェクトの有効期間が始まる点
は同じであるが、ボタンが必ずしも画面に出力されねばならないものではなく、ユーザの
要求により画面上での出力如何を決定するようになる。
【００３０】
　一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームの場合、出力完了時間ｃｏｍｐｏ
ｓｉｔｉｏｎ＿ｔｉｍｅ＿ｏｕｔ＿ｐｔｓが画面上でのボタンの出力完了時間を意味し、
一方、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームは、デコーダのバッ
ファでのボタンと関連したデータの除去時点を意味する。すなわち、出力完了時間以後に
はユーザからボタンの活性化要求が発生しても、これ以上活性化されるオンデマンド・イ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームが存在しないので、ユーザの活性化要求は無
視される。
【００３１】
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　図４及び図５Ａ及び図５Ｂは、一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと
本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームとの動作差を
説明するための図である。図４は、一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリーム
の再生時の動作を説明するための図である。図４を参照するに、ＡＶデータ内に一般のイ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームが多重化されている。デコーディングされた
一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームは、エポック開始状態のディスプレ
イセットの構成セグメント（ＩＣＳ）に含まれた画面出力時間情報（ＰＴＳ）によって画
面上に出力される。この際、ユーザは画面上に出力されたボタンをナビゲーションするか
、あるいは選択しうる。ユーザの入力によってボタンに割り当てられた指定された動作が
行われる。
【００３２】
　例えば、ボタン移動時には選択状態のボタンを変更してボタンの出力イメージをその状
態に合わせて変更させる動作を行い、ユーザが特定のボタンを選択すれば該当ボタンに定
義されているナビゲーション命令語による動作を行う。また、該当ボタンに定義された命
令をＡＶデータの他の位置に移動させる命令である場合、現在の一般のインタラクティブ
・グラフィック・ストリームの出力完了時間ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｔｉｍｅ＿ｏｕｔ
＿ｐｔｓに到達していないとしても、該当ボタンは画面上で消え、移動命令により指示さ
れる位置のＡＶデータが出力される。一方、該当ボタンに定義されている命令がＡＶデー
タの位置を移動する動作でない場合には、ボタンに定義されている命令を行った後、出力
完了時間ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｔｉｍｅ＿ｏｕｔ＿ｐｔｓまで各ボタンの出力が保持
された後、出力完了時間が経過すれば、該当ボタンが画面上で消える。すなわち、一般の
インタラクティブ・グラフィック・ストリームは指定された時間に画面上に出力されてい
て、指定された出力完了時間になれば画面上で消える。
【００３３】
　一方、図５Ａ及び図５Ｂは、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィ
ック・ストリームの再生時の動作を説明するための図である。図５Ａを参照するに、ＡＶ
データ内にオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームが多重化されて
いる。オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームがデコーディングさ
れれば、活性化準備が完了する。活性化準備が完了した後にも、該当ボタンは画面上に出
力されず、ユーザの要求が発生する場合にのみ該当オンデマンド・インタラクティブ・グ
ラフィック・ストリームが活性化されて画面上に出力され、ユーザから入力されうる。出
力されたボタンは、出力完了時間ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｔｉｍｅ＿ｏｕｔ＿ｐｔｓに
なれば、画面上で消える。また、エポックを出力完了時間までに定義することによって、
出力完了時間になれば、デコーダのバッファにあるあらゆるデコーディングされたデータ
も消える。したがって、出力完了時間以後のユーザの活性化要求は無視される。
【００３４】
　一方、図５Ｂを参照するに、図５Ａとは異なる例として、図４の一般のインタラクティ
ブ・グラフィック・ストリームのエポックの定義と同様に、エポックを次のエポック開始
状態のＩＣＳに到達する前までに定義することもできる。この場合には、次のエポック開
始状態のＩＣＳに到達すれば、デコーダ内のバッファから関連データが全て除去されるの
で、出力完了時間ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｔｉｍｅ＿ｏｕｔ＿ｐｔｓになっても、関連
データをデコーダ内で除去する必要がない。但し、出力完了時間が経過された後にユーザ
からメニューに関する活性化要求が発生すれば、有効なインタラクティブディスプレイ期
間が過ぎたことを認知し、該当ボタンを再生しない。すなわち、出力完了時間以後のユー
ザの活性化要求は無視される。
【００３５】
　前述したようなオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームと一般の
インタラクティブ・グラフィック・ストリームとは、基本的に同じデータ構造を有するこ
とが望ましい。但し、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの場
合は、ユーザの活性化要求により画面上にボタンの出力如何を決定し、一方、一般のイン
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タラクティブ・グラフィック・ストリームの場合、データ構造内に指定された時間によっ
て画面上へのボタンの出力が異なるだけである。すなわち、二種のインタラクティブ・グ
ラフィック・ストリームを区分する情報だけ追加すれば、同じデータ構造を用いて二種の
インタラクティブ・グラフィック・ストリームの具現が可能である。
【００３６】
　より具体的な実施例として、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィ
ック・ストリームと一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームとを区分して具
現する方法としては次の通りである。
【００３７】
　方法１：ＩＣＳの情報のうちｓｅｇｍｅｎｔ＿ｔｙｐｅで区分する方法と、
　方法２：ＩＣＳにＩＣＳ＿ｔｙｐｅフィールドをさらに定義する方法と、
　方法３：オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを示す新たな構
造体として、Ｏｎ＿ｄｅｍａｎｄ＿ＩＣＳ構造体を定義する方法と、がある。
【００３８】
　図６Ａないし図６Ｃは、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック
・ストリームを一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するための一
実施例（方法１）を示す図である。図６Ａ及び図６Ｂを参照するに、グラフィックセグメ
ントｇｒａｐｈｉｃ＿ｓｅｇｍｅｎｔ構造体は、セグメントの種類を示すセグメントタイ
プｓｅｇｍｅｎｔ＿ｔｙｐｅフィールド６０４を有する。図６Ｃにはセグメントタイプフ
ィールド６０４が有し得るセグメントの種類が定義されている。本発明に係る方法１は、
示されたように一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリーム用のセグメントタイ
プは０ｘ１８という値を有し（６０６）、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィッ
ク・ストリーム用のセグメントタイプは０ｘ１９という値を有するように（６０７）定義
する。すなわち、方法１は、二種のインタラクティブ・グラフィック・ストリームが同じ
構造体を使用しつつ、セグメントタイプを示すセグメントタイプフィールド６０４で両者
を区別する方法である。
【００３９】
　図７は、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを
一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するための他の実施例（方法
２）を示す図である。図７を参照するに、方法２によれば、オンデマンド及び一般のイン
タラクティブ・グラフィック・ストリームは、何れも同じ構造体ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ
＿ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ＿ｓｅｇｍｅｎｔを使用し、ＩＣＳ＿ｔｙｐｅ７０２で両者を
区別する。すなわち、ＩＣＳ＿ｔｙｐｅが０であれば、一般のインタラクティブ・グラフ
ィック・ストリームを表し、ＩＣＳ＿ｔｙｐｅが１であれば、オンデマンド・インタラク
ティブ・グラフィック・ストリームを示すように定義する。
【００４０】
　図８は、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを
一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するためのさらに他の実施例
（方法３）を示す図である。図８を参照するに、新たに定義されたＯｎ＿ｄｅｍａｎｄ＿
ＩＣＳ構造体が図示される。前述した方法１または方法２が同じ構造体を使用し、一方、
方法３は、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームのための新たな
構造体を定義する。
【００４１】
　オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームのための新たな構造体で
あるＯｎ＿ｄｅｍａｎｄ＿ＩＣＳ構造体は、一般のインタラクティブ・グラフィック・ス
トリームのための構造体とは異なって、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック
・ストリームのデコーディングが完了してユーザにより活性化されうる状態であることを
ユーザに知らせるための最初のボタンを含むページ（ｉｎｉｔｉａｌ　ｏｕｔｐｕｔ　ｐ
ａｇｅ）と、ユーザにより活性化された後に出力されるボタンを含むページ（１－ｏｕｔ
ｐｕｔ　ｐａｇｅないしＮｔｈ－ｏｕｔｐｕｔ　ｐａｇｅ）、すなわち１番目のメニュー
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ページないしｎ番目のメニューページを段階別に分けて構成するように定義する。各出力
されるページには少なくとも１つ以上の出力されるボタンに関する再生情報と該当ボタン
が選択された場合に行われる命令情報とが含まれうる。
【００４２】
　前述した本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの
具現例に基づき、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリ
ームを支援する再生装置の構造を説明する。
【００４３】
　図９及び図１０は、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ス
トリームを支援する再生装置の一実施例を示す図である。図９を参照するに、本発明に係
る再生装置のインタラクティブ・グラフィックデコーダのブロック図が示されている。図
２に示された保存媒体から読込まれたＡＶデータは、ＰＩＤ（Ｐａｃｋｅｔ　ＩＤｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）フィルター９０２を通じてインタラクティブ・グラフィック・ストリームだ
けが選択的に伝送バッファ９０４に伝送された後、インタラクティブ・グラフィックデコ
ーダ９１０でデコーディングされる。
【００４４】
　一方、インタラクティブ・グラフィックデコーダ９１０内では、インタラクティブ・グ
ラフィック・ストリームがコーディングデータバッファ９１２に一時保存されていて、ス
トリームグラフィック処理器９１４に伝送される。伝送されたインタラクティブ・グラフ
ィック・ストリームは、ストリームグラフィック処理器９１４でデコーディングされ、ボ
タンイメージ用のオブジェクトデータはオブジェクトバッファ９１６に伝送され、ボタン
の構成情報は、構成バッファ９１８に伝送される。グラフィック制御器９２０では伝送さ
れた各オブジェクトデータに対して該当構成情報を参照して出力されるイメージを構成し
、構成されたイメージをグラフィック平面９３０に伝送する。すなわち、インタラクティ
ブ・グラフィック・ストリームの出力開始時間のＰＴＳになれば、グラフィック制御器９
２０の制御を受けて現在画面上に出力されるイメージを決定し、該決定されたイメージを
オブジェクトバッファ９１６からグラフィック平面９３０に伝送する。伝送されたイメー
ジは、該当構成情報に含まれた色相情報によって色相参照テーブル９３２（Ｃｏｌｏｒ　
Ｌｏｏｋｕｐ　Ｔａｂｌｅ：ＣＬＵＴと略称する）を参照してイメージを出力する。また
、グラフィック制御器９２０はユーザの入力（Ｕｓｅｒ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ：ＵＯＰと
略称する）を受けてボタンの移動や選択によるボタン状態を変更し、その結果を画面出力
に適用させることもある。
【００４５】
　特に、図９は、一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームとオンデマンド・
インタラクティブ・グラフィック・ストリームとが同じバッファメモリを使用するように
構成された再生装置のブロック図を示す。図面のように２種のインタラクティブ・グラフ
ィック・ストリームがデコーダ９１０内の同じバッファを使用するので、瞬間的に一般の
インタラクティブ・グラフィック・ストリームまたはオンデマンド・インタラクティブ・
グラフィック・ストリームのうち何れか１つだけがデコーダのバッファ内に存在するよう
になる。すなわち、一度に１種のインタラクティブ・グラフィック・ストリームだけを処
理しうる。
【００４６】
　一方、図１０は、本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・スト
リームを再生するための再生装置の他の実施例を示す図である。図１０を参照するに、一
般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームとオンデマンド・インタラクティブ・
グラフィック・ストリームとが相異なるバッファメモリを使用するように構成された再生
装置が図示されている。すなわち、一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリーム
は一般のＩＣＳメモリ領域１０１０に保存され、オンデマンド・インタラクティブ・グラ
フィック・ストリームは、オンデマンドＩＣＳメモリ領域１０２０に保存される。したが
って、二種のインタラクティブ・グラフィック・ストリームがバッファメモリに同時に存
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在しうる。この場合、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームがバ
ッファに存在する状態で一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームが入力され
た場合、またはその反対の場合に、デコーダのバッファメモリをリセットしなくても良い
という長所がある。
【００４７】
　但し、二種のインタラクティブ・グラフィック・ストリームが同時に画面上に出力され
る場合、ユーザの入力をどちらに伝送すべきかが不明であり、画面構成のための色相情報
などの適用に問題が発生しうる。したがって、図には示されていないが、一般のインタラ
クティブ・グラフィック・ストリームとオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック
・ストリームのうち、出力されるストリームを選択する制御ブロックと各インタラクティ
ブ・グラフィック・ストリーム用のＣＬＵＴブロックを各々具備することが望ましい。
【００４８】
　図１１は、本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームがＡＶデータ上
に記録される実施例を示す図である。図１１を参照するに、（ａ）は、１つのＡＶデータ
内にオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームだけが記録された場合
を示す。（ｂ）は、１つのＡＶデータ内に一般のインタラクティブ・グラフィック・スト
リームだけが記録された場合を示す。（ｃ）は、１つのＡＶデータ内に二種のインタラク
ティブ・グラフィック・ストリームが混ぜられて記録された場合を示す。（ｄ）は、１つ
のＡＶデータ内に二種のインタラクティブ・グラフィック・ストリームが混ぜられて記録
されており、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームが他のＡＶデ
ータと別途に分離されて記録された場合を示す。特に、（ｄ）は、ＡＶデータの最初から
読込む場合は、ＡＶデータの前部に記録されたオンデマンドＩＣＳデータを参照する。し
かし、ＡＶデータの中間部分から読込む場合には、ＡＶデータにはオンデマンド・インタ
ラクティブ・グラフィック・ストリームの構成情報だけが記録されており、実際のボタン
イメージに関するオブジェクトデータは別途に記録されているために、ＡＶデータに含ま
れた構成情報を参照して分離記録されたオブジェクトデータを使用してボタンなどを出力
する。この場合、オブジェクトデータを別途に記録することによって、不要なデータの重
複を防止しうる。
【００４９】
　以下、前述したオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームのデータ
構造と再生装置の構造とに基づき、ユーザの活性化要求によってオンデマンド・インタラ
クティブ・グラフィック・ストリームが画面に出力される過程を説明する。
【００５０】
　図１２及び図１３は、本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームにつ
いての情報を記録する再生装置の状態レジスター構成の一実施例を示す図である。図１２
を参照するに、再生装置の状態レジスター（Ｐｌａｙｅｒ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｓｉｓｔ
ｅｒ：以下ＰＳＲｓと略称する）は、ＡＶデータに含まれた複数のインタラクティブ・グ
ラフィック・ストリームのうち現在再生中の、または今後再生するインタラクティブ・グ
ラフィック・ストリームの番号を記録する。図面ではＰＳＲ　０の０～７番ビットに保存
された例が図示されている。したがって、マルチメディア映像の再生を一時停止した後、
また再生を始める場合にも状態レジスターＰＳＲ　０を参照するに、直前に再生していた
インタラクティブ・グラフィック・ストリームを再び再生しうる。
【００５１】
　一方、本発明のように一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームだけでなく
オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを何れも支援する再生装置
の場合には、現在状態レジスターＰＳＲ　０に記録されたストリームの番号が一般のイン
タラクティブ・グラフィック・ストリーム用であるか、そうでなければ、オンデマンド・
インタラクティブ・グラフィック・ストリーム用であるかを区別する必要がある。したが
って、本発明に係る再生装置は、現在状態レジスターＰＳＲ　０に記録されているインタ
ラクティブ・グラフィック・ストリーム番号が一般用であるか、デマンド用であるかを区
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別するためのＩＣＳ＿ｕｓａｇｅフラッグを具備する。図１２では、ＰＳＲ　０の３０番
目のビットに保存された例が図示されている。すなわち、現在再生中のインタラクティブ
・グラフィック・ストリームがオンデマンド用である場合には、このフラッグが１に設定
され、一般用である場合にはこのフラッグが０に設定される。
【００５２】
　また、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの場合、画面上に
出力するか否かを選択できるようにｄｉｓｐ＿ｆｌａｇフラッグが定義される。図１２で
は、ＰＳＲ　０の３１番目のビットに保存された例が図示されている。このフラッグが１
に設定された場合、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの活性
化準備が完了すれば、この事実をユーザに知らせるために、再生装置は最初出力画面を画
面上に出力する。一方、このフラッグが０に設定されている場合、再生装置は画面上にイ
ンタラクティブ・グラフィックを出力しない。
【００５３】
　一方、このフラッグが０に設定されており、オンデマンド・インタラクティブ・グラフ
ィック・ストリームの活性化準備が完了した状態、すなわち、画面上にオンデマンド・イ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームが出力されないが、活性化準備が完了した場
合の処理方法としては次のように２種が有り得る。第１に、ユーザから活性化要求が発生
した場合、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームが活性化される
ように再生装置を構成する方法と、第２に、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィ
ック・ストリームを活性化せず、ユーザの要求を無視するように再生装置を構成する方法
がそれである。
【００５４】
　一方、図１３は、本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームについて
の情報を記録する再生装置の状態レジスターの構成の他の実施例を示す図である。図１３
を参照するに、二種のインタラクティブ・グラフィック・ストリームが相異なる状態レジ
スターに記録されるように構成された再生装置の場合を示す。一般のインタラクティブ・
グラフィック・ストリームについての情報は、ＰＳＲ　０に記録され、オンデマンド・イ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームについての情報は、ＰＳＲ　１１に記録され
た例が図示されている。
【００５５】
　もし、ＩＣＳタイプが一般用であれば、ＰＳＲ　０に一般のインタラクティブ・グラフ
ィック・ストリームについての情報が記録され、オンデマンド用であれば、ＰＳＲ　１１
に別途にオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームについての情報が
記録されるので、図１２のようにインタラクティブ・グラフィック・ストリームのＩＣＳ
タイプを区分するためのＩＣＳ＿ｕｓａｇｅフラッグが不要である。但し、ＰＳＲ　１１
には、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの活性化準備が完了
した後、これをユーザに知らせるための最初出力ページを画面上に出力するか否かを示す
ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇを定義する必要があり、その動作は図１２の説明と同様である。図で
は、ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇがＰＳＲ　１１の３１番目のビットに保存された例が図示されて
いる。
【００５６】
　図１４は、ユーザにより発生するオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ス
トリームの活性化要求を処理する過程を示す図である。図１４を参照するに、ユーザによ
り活性化要求が発生する場合、再生装置はインタラクティブ・グラフィックデコーダ９１
０内にオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの活性化準備が完了
したかをチェックし、完了したならば画面上に該当オンデマンド・インタラクティブ・グ
ラフィック・ストリームを出力し、ユーザから入力されうるようにフォーカスを設定する
。これで、ユーザからボタン選択に関する入力を受ける準備が完了する。もし、活性化準
備が完了していなければ、ユーザからの活性化要求を無視するか、出力するオンデマンド
・インタラクティブ・グラフィック・ストリームが無いということをユーザに知らせるた



(11) JP 4657732 B2 2011.3.23

10

20

30

40

50

めのメッセージを出力する。
【００５７】
　図１５Ａ及び図１５Ｂは、図１２または図１３に示されたｄｉｓｐ＿ｆｌａｇの設定状
態に係る画面の出力状態を示す図である。図１５Ａを参照するに、ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇが
１である場合であって、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームが
デコーディングされて活性化準備が完了すれば、最初メニューページが画面上に出力され
てユーザに活性化準備が完了したことを知らせる。ユーザからオンデマンド・インタラク
ティブ・グラフィック・ストリームに関する活性化要求が発生すれば、最初のメニューペ
ージが画面上に出力される。
【００５８】
　図１５Ｂを参照するに、ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇが０である場合であって、オンデマンド・
インタラクティブ・グラフィック・ストリームがデコーディングされて活性化準備が完了
しても最初メニューページが画面上に出力されない。但し、ユーザからオンデマンド・イ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリームに関する活性化要求が発生すれば、再生装置
はこの要求を無視するように構成されるか、または最初のメニューページが画面上に出力
されるように構成されうる。
【００５９】
　図１６は、ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇの設定を変更するための一実施例を示す図である。図１
６を参照するに、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの出力を
オン／オフするメニュー項目が定義された再生装置のシステムメニューが図示されている
。ユーザがシステムメニューでＯｎ－ｄｅｍａｎｄ　ＩＣＳ　ＤｉｓｐｌａｙをＯｎに設
定すれば、再生装置の状態レジスターのうちオンデマンド・インタラクティブ・グラフィ
ック・ストリームについての情報を保存している状態レジスター、例えば、前述したＰＳ
Ｒ　０またはＰＳＲ　１１のような状態レジスターのｄｉｓｐ＿ｆｌａｇを１に設定する
。一方、システムメニューでＯｎ－ｄｅｍａｎｄ　ＩＣＳ　ＤｉｓｐｌａｙをＯｆｆに設
定すれば、再生装置は状態レジスターのｄｉｓｐ＿ｆｌａｇを０に設定する。このように
システムメニューというユーザインターフェースを通じてｄｉｓｐ＿ｆｌａｇを再設定し
うる。
【００６０】
　図１７は、ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇの設定を変更するための他の実施例を示す図である。一
方、図１７を参照するに、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリーム
の出力をオン／オフするボタンを備えたリモコンが図示されている。ユーザは、該当ボタ
ンを押して再生装置の状態レジスターのｄｉｓｐ＿ｆｌａｇ値を０または１に再設定しう
る。
【００６１】
　前述したインタラクティブ・グラフィック・ストリームのデータ構造と再生装置の構造
とに基づいて、本発明に係る再生方法を説明すれば次の通りである。
【００６２】
　図１８及び図１９は、本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームを記
録した保存媒体の再生方法を示すフローチャートである。図１８を参照するに、一般のイ
ンタラクティブ・グラフィック・ストリーム及び／またはオンデマンド・インタラクティ
ブ・グラフィック・ストリームを記録した保存媒体からインタラクティブ・グラフィック
・ストリームを読込み（１８０２段階）、読込まれたインタラクティブ・グラフィック・
ストリームをデコーディングする（１８０４段階）。デコーディングされたインタラクテ
ィブ・グラフィック・ストリームの種類を確認し（１８０６段階）、一般のインタラクテ
ィブ・グラフィック・ストリームであれば、指定された出力時間にビデオデータとブレン
ドして画面に出力する（１８０８段階）。もし、オンデマンド・インタラクティブ・グラ
フィック・ストリームであれば、ユーザの活性化要求がある場合にだけデコーディングさ
れたインタラクティブ・グラフィック・ストリームをビデオデータとブレンドして画面に
出力する（１８１０段階）。
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【００６３】
　図１９は、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの再生過程を
さらに詳細に説明したフローチャートである。図１９を参照するに、デコーディングされ
たインタラクティブ・グラフィック・ストリームがオンデマンドタイプであれば、再生装
置の状態レジスターでオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを画
面に出力するか否かを示すフラッグｄｉｓｐ＿ｆｌａｇ値を読込み（１９０２段階）、そ
の値が１であれば（１９０４段階）、オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・
ストリームの活性化準備が完了したことをユーザに知らせる最初のメニューページを画面
に出力する（１９０６段階）。出力された最初のメニューページに対してユーザが活性化
要求を入力すれば（１９０８段階）、ユーザの入力によって該当するメニューページを画
面に出力する（１９１０段階）。
【００６４】
　一方、フラッグｄｉｓｐ＿ｆｌａｇ値が０であれば、画面に如何なる出力もせず、ユー
ザの活性化要求があっても（１９２０段階）、その活性化要求を無視する（１９２２段階
）。示されていないが、本発明の他の実施例として、フラッグｄｉｓｐ＿ｆｌａｇ値が０
であれば、画面に如何なる出力もせず、リモコンのようなユーザインターフェースを通じ
て活性化要求が入力されて初めて、最初のメニューページを出力するように再生装置を構
成しても良い。
【００６５】
　前述したように本発明で定義したオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ス
トリームを使用すれば、インタラクティブ・グラフィック・ストリームが指定された時間
に出力されて指定された時間に画面上で消える動作だけでなく、ユーザの要求がある時に
のみ画面上に出力されるように制御しうる。
【００６６】
　以上の説明は、本発明の一実施例に過ぎず、本発明が属する技術分野で当業者ならば、
本発明の本質的特性から外れない範囲で変形された形に具現できるであろう。すなわち、
本発明に係る実施例に限定されず、特許請求の範囲に記載された内容と同等な範囲内にあ
る多様な実施形態が含まれるように解釈されねばならない。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明は、ユーザの要求がある時、または指定された時間に、ボタンやメニュー画面な
どのインタラクティブ・グラフィックを画面に出力しうる動映像再生装置に適用しうる。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】保存媒体に記録されたＡＶデータの構造を示す図である。
【図２】ＡＶデータを記録した保存媒体を再生するための再生装置の構造を示す図である
。
【図３】本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームの構成を示す図であ
る。
【図４】一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームの再生時の動作を説明する
ための図である。
【図５Ａ】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの
再生時の動作を説明するための図である。
【図５Ｂ】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの
再生時の動作を説明するための図である。
【図６Ａ】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを
一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するための一実施例を示す図
である。
【図６Ｂ】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを
一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するための一実施例を示す図
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【図６Ｃ】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを
一般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するための一実施例を示す図
である。
【図７】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを一
般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するための他の実施例を示す図
である。
【図８】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを一
般のインタラクティブ・グラフィック・ストリームと区分するためのさらに他の実施例を
示す図である。
【図９】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを再
生するための再生装置の一実施例を示す図である。
【図１０】本発明に係るオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームを
再生するための再生装置の他の実施例を示す図である。
【図１１】本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームがＡＶデータ上に
記録される実施例を示す図である。
【図１２】本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームについての情報を
記録する再生装置の状態レジスターの構成の一実施例を示す図である。
【図１３】本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームについての情報を
記録する再生装置の状態レジスターの構成の他の実施例を示す図である。
【図１４】ユーザによって発生するオンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ス
トリームの活性化要求を処理する過程を示す図である。
【図１５Ａ】図１２または図１３に示されたｄｉｓｐ＿ｆｌａｇの設定状態による画面の
出力状態を示す図である。
【図１５Ｂ】図１２または図１３に示されたｄｉｓｐ＿ｆｌａｇの設定状態による画面の
出力状態を示す図である。
【図１６】ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇの設定を変更するための一実施例を示す図である。
【図１７】ｄｉｓｐ＿ｆｌａｇの設定を変更するための他の実施例を示す図である。
【図１８】本発明に係るインタラクティブ・グラフィック・ストリームを記録した保存媒
体の再生方法を示すフローチャートである。
【図１９】オンデマンド・インタラクティブ・グラフィック・ストリームの再生過程をさ
らに詳細に説明したフローチャートである。
【符号の説明】
【００６９】
９０２　　ＰＩＤ
９０４　　伝送バッファ
９１０　　インタラクティブ・グラフィック・デコーダ
９１２　　コーディングデータバッファ
９１４　　ストリームグラフィック処理器
９１６　　オブジェクトバッファ
９１８　　構成バッファ
９２０、１０１０、１０２０　グラフィック制御器
９３０　　グラフィック平面
９３２　　色相参照テーブル
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